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　　　　　　　　　　　　反磁性を用いたバネ

永戸雅基＜科②ゼミ＞

１．はじめに

現在身の回りには様々な機械製品があり、

その中にバネが含まれているものもある。し

かしアーンショーの定理により、永久磁石に

よって永久磁石を静的に安定浮上させるこ

とは一般に不可能であるが、反磁性体を利

用すれば安定浮上が可能である．そこで反

磁性のこの性質を利用して反磁性を用いた

バネの活用について探求を行った。

２．実験の方法と結果

実験①　物質ごとの反磁性を調べる

(目的)まず実験の中心となる物質を決める
ために物質ごとに反磁性を調べる

(仮説)結果として金属が顕著に反応する

(1)実験方法
１,紙にシャーペンの芯,亜鉛,銀を取り付けた
ものをぶら下げる

２,ネオジム磁石を用いて遠のいた長さを調
べる

(2)実験結果

シャーペンの芯が最も反応したのでこれを

用いてバネを作成する

実験②　シャーペンの芯の濃さごとの　　　　

　反磁性を調べる

(1)実験方法
１,濃さが異なる6種類のシャーペンの芯
(B,HB,F,2B,3B,4B)を用意
2,それぞれ同じ大きさのシャーペンの芯
の束を作成

３,水の上に浮くように１円玉の上に置き　,浮
かべる

４,5秒間で元の位置から遠のいた長さを　　
10回測り,それぞれ平均値を出す
(2)実験結果

濃いほうが遠のいた長さが長かったため４B
のシャーペンの芯を用いることにする。

実験③水中と空気中の反磁性を調べる

(1)実験方法
1,おしばねを縮めて元の位置まで戻る時 　

間遠のいた長さを調べる ２,実
験③で測った４Bのシャーペンの芯　の単位
時間あたりの遠のいた長さを用　いて１つ目

のものとそれぞれ速さを出　し,比較する
(2)実験結果
おしばね　０,66秒で23,2cm/s→386cm/s
シャー芯　　 ５秒3,13cm/s→0,626cm/s
→おしばねの速さは4Bのシャー芯の616倍
(3)考察
外的な力が働いていればより比を小さくでき

るかもしれない







実験④水中版実験③

(1)実験方法
実験③と同じ条件にしたものを水中で行う

(2)実験結果
おしばね　0,11秒で23,2cm→210cm/s
シャー芯　3秒で1,8cm→0,6cm/s
おしばねの遠のく速さはシャーペンの芯の

約３５０倍

３,考察
水中で実験を行った結果、空気中で行うとき

に比べて、比が小さくなった。これは反磁性

のバネの場合4BX＝M/Hという式が作用
し、おしばねの場合おしばねの場合バネ

の式F = kxと波の式Y＝Asin2π/tのよう
に２つの式が作用する。この結果式から

反磁性の場合はおしばねよりも影響が少

なくなったと考えられる。　　　　　　　　　

　　　　
４考察

　実験を通して反磁性を観察する際、一

度離れたあとネオジム磁石に惹きつけら

れる現象が見られた。この際惹きつけら

れたのはレンツの法則によりネオジム磁

石に反磁性体に近づけたときに誘導電流

が流れた結果、反磁性体の磁化率が負

になったからであると考えられる。

５今後のに向けて

反磁性を用いたばねはおしばねと比較す

ると実験を通して最も近づくことが確認で

きた。おしばねと同じくらいの強さを持つ

上、特有の性質を持ったバネを作ってい

きたい。
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